








要約 1981 年 1 月から 1990 年 3 月までに、札幌市を除く北海道でマススクリーニングを

受けた 429,654 名の新生児の中から、新生児期以降に臨床症状により発見された2例のク

レチン症患児を経験した。1 例は有機化障害による甲状腺腫性クレチン症であり、スクリ

ーニング時の乾燥血液濾紙(濾血紙)中 TSH 値は、競合法 RIA による測定でカットオフ値に

近い値であった。高感度TSH測定法導入前後のクレチン症発見頻度は、1:5,258から1:2,277

と上昇しており、RIA による時期にスクリーニングを受けた児の中から、今後同様の症例

が発見される可能性があり、注意深い探索が必要と考えられた。もう 1例はヨード濃縮障

害によるクレチン症であり、スクリーニング時の TSH 値は、高感度 TSH測定法で一般検体

の平均値以下であった。周産期のヨード負荷が新生児期での症状発現、TSH 値上昇を抑え

ていた可能性があり、現行の新生児時期のスクリーニングでは、発見できない可能性を持

つ病態と考えられた。 


